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うに管理すれば良いかの定量的な指標を見いだそうとしている。 
 
 第1章では、展示ケース内の空気環境として、酢酸の影響が大きいこと、そして酢酸はケース床面に用
いられる合板がその主因であるが、実際の発生量などの定量的なデータがないことを述べている。  
 第2章では、展示ケースの構成材料から発生する酢酸放散量の測定として小型チャンバー法を採用して
いる。小型チャンバー法は人体への影響を測定するための条件が JISで規定されているので、文化財への
影響が評価可能な測定条件を、予備実験から決定している。 
第3章では、展示ケースの構成材料である合板、ガラスフィルム、クロス、接着剤およびシーリング材か
らの酢酸放散量を測定し、合板からの寄与が大きいことを示している。 
第4章では、各種合板についての酢酸放散量の経時的な変化を測定し、放散速度の変化は Chang ら（1992）
が提案している二重指数関数で説明できることを確認している。その変化は初期の急激な一次減衰とそ
の後の緩やかな二次減衰からなっている。初期の3日程度で一次減衰が終了した後は二次減衰が酢酸放散
速度を決定しており、総酢酸放散量も二次減衰時の寄与が大きい。同一樹種あるいは同一ロット材におい
て、一次減衰は合板の製造履歴や保管履歴によりばらつくが、二次減衰は近似した値を示すことも明かに
している。 
第5章では、合板製造に用いられている接着剤からの酢酸の放散量について検討し、フェノール樹脂がユ
リア樹脂などよりも優れているとした。ただし、接着剤からの酢酸の放散は短時間で減少するので長期的
影響は少ないと述べている。 
 第6章では、合板の主な構成材料である薄板材からの酢酸の放散量を測定している。試料としてはラワ
ン材3種を用いている。クルイン、カプール、メランチの順で酢酸の放散量が減少することを報告してい
る。 
第7章では広葉樹ヘミセルロースであるキシラン中に含まれるアセチル基が酢酸放散の原因であること
から、材中のキシランを定量することで、薄板材からの酢酸放散量を推定出来ることを明かにしている。 
 第8章では、以上の実験を総括している。初期の酢酸発生量の測定データから、その後の酢酸発生量の
推定が可能なことから、必要な対策を取ることができる。そして、展示ケース内に発生する酢酸の主なソ
ースは合板で有り、合板からの発生量を少なくするためには、合板に用いられる薄板材の樹種の選定が重
要であるとしている。その選択には 1週間から5週間程度測定期間が必要である小型チャンバー法による
測定を行わなくても、用いた材のキシラン含有量を測定することで、酢酸発生量の少ない樹種を選択でき
る可能性を示している。 
 
 これらの結論を導くために、多くの実験を行っており、得られたデータの信頼性も高い。ここで得られ
た成果は展示ケースのみならず、文化財保存施設で壁面などに用いられる合板などの木質材料からの酢
酸放散量の測定手法として役立ち、また、より発生量の少ない材料の選択手法を提供しており、有用な成
果といえる。研究成果は学術論文4本、国内外の学会発表など17回を既に行っている。 
以上の点から本論文は博士(文化財）の学位を授与するに十分な内容である。 
 
